Real Options in the Monopoly Market --Analytical Approach-- by 芝田, 隆志 & 藤原, 哉
Title独占市場におけるリアル・オプション分析 ―解析的アプローチ―
Author(s)芝田, 隆志; 藤原, 哉









































































































































































































































































考える｡ あきらかに β1- 1が成立する｡この
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第1図 平均回帰過程と企業のプロジェクト価値 1
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増大することとなる｡ 他方,第 3回 (Ⅴ-3,∫-5
































2]では, ドリフ トが状態変数に対 して線型の
場合でも,収益関数が状態変数に関して凸性をみたすな
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第4図 平均回帰過程と企業のプロジェクト価値4
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. (′､ . nlβ1(cr)] . n[β1′(cr)]lim
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｡明らかに諾 ,0,票 ,Oが成立するので,慧 <Oが成立しなければならない｡すな
わち,ボラティリティαが増大すると関数 β1が減少するこ
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